
問
い
合
わ
せ

市
立
図
書
館 

☎
４
２・８
０
０
０

図
書
館
蔵
書
案
内

　一冊
の
本
が
、
ひ
ょっ
と
し
た
ら
あ
な
た
の
人
生

を
変
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
紹
介
し
て
い
る
本

以
外
に
も
、
約
20
万
冊
の
本
が
あ
る
市
立
図
書
館

に
、
運
命
の一冊
を
見
つ
け
に
き
ま
せ
ん
か
。

　
「
死
ん
で
も
い
い
」
と
思
っ
て
い
た
37

歳
の
あ
る
夜
、
僕
は
不
思
議
な
ワ
ゴ
ン
車

に
乗
り
、
自
分
と
同
い
年
の
父
と
出
逢
っ

た
。
長
編
の
家
族
小
説
で
す
。

「
流
星
ワ
ゴ
ン
」　
重
松
清
　
講
談
社

　
経
済
小
説
家
と
し
て
知
ら
れ
る
城
山
三

郎
。
そ
の
原
点
は
戦
争
体
験
で
し
た
。
城

山
が
小
説
に
込
め
た
思
い
と
、
そ
の
背
景

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
１
冊
で
す
。

「
城
山
三
郎
が
娘
に
語
っ
た
戦
争
」　
井
上
紀
子
　
朝
日
新
聞
社

　
「
今
日
で
父
さ
ん
を
や
め
よ
う
と
思

う
」
と
言
い
出
し
た
父
。
そ
ん
な
父
の
自

殺
未
遂
、
母
の
家
出
。
壊
れ
て
い
る
け
れ

ど
優
し
く
繋
が
る
家
族
の
物
語
で
す
。

「
幸
福
な
食
卓
」　
瀬
尾
ま
い
こ
　
講
談
社

　
夏
休
み
初
日
、
私
は
お
父
さ
ん
に
誘
拐

さ
れ
た
。
だ
ら
し
な
く
て
ど
う
し
よ
う
も

な
い
父
と
、
ち
ょ
っ
と
冷
め
た
娘
の
心
温

ま
る
貧
乏
旅
行
の
物
語
で
す
。

「
キ
ッ
ド
ナ
ッ
プ・ツ
ア
ー
」　
角
田
光
代
　
理
論
社

　
い
た
ず
ら
三
昧
の
日
々
を
送
る
少
年

ラ
ッ
セ
。
し
か
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の

夜
、
母
に
恋
人
が
い
る
こ
と
が
発
覚
し
、

ラ
ッ
セ
は
そ
こ
か
ら
大
変
身
し
ま
す
。

「
シ
ロ
ク
マ
た
ち
の
ダ
ン
ス
」　
ウ
ル
フ・ス
タ
ル
ク
　
佑
学
社

　
雨
の
せ
い
で
友
達
と
外
で
遊
べ
な
く

な
っ
た
ピ
ー
ト
は
、
ご
機
嫌
斜
め
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
父
は
そ
ん
な
ピ
ー
ト

を
見
て
、
楽
し
い
遊
び
を
思
い
付
き
ま
す
。

「
ピ
ッ
ツ
ァ
ぼ
う
や
」　
ウ
ィ
リ
ア
ム・ス
タ
イ
グ
　
セ
ー
ラ
ー
出
版

　
英
国
の
司
法
制
度
を
根
底
か
ら
揺
る
が

し
た
冤
罪
事
件
が
題
材
の
人
間
ド
ラ
マ
。

投
獄
さ
れ
た
息
子
の
た
め
に
祈
り
続
け
る

父
の
姿
が
心
に
響
き
ま
す
。

　
人
生
に
行
き
詰
っ
た
男
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ

ン
。
家
族
や
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
、
閉
鎖

中
の
動
物
園
を
再
建
す
る
と
い
う
一
世
一

代
の
冒
険
に
乗
り
出
し
ま
す
。

「
父
の
祈
り
を
」　
ジ
ム・シ
ェ
リ
ダ
ン
監
督
　
ダ
ニ
エ
ル・デ
イ
＝
ル
イ
ス
出
演

「
幸
せ
へ
の
キ
セ
キ
」　
キ
ャ
メ
ロ
ン・ク
ロ
ウ
監
督
　
マ
ッ
ト・デ
イ
モ
ン
出
演
　
　

今月のイチオシ 　

　６月のテーマは雨です。
雨の日の過ごし方や雨の写
真集、雨水の利用方法など
雨に関連するさまざまな本を

展示して
います。
６月３０日
(金)まで
です。

「 雨 」
特集テーマ

とうす

は じ き

え
ん
ざ
い

　「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」

は
、平
成
11
年
６
月
23
日
に
公
布
・

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま

え
て
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

で
は
、
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日

ま
で
を
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

に
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
週
間
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
は
、
毎
年
、
一
般
公
募
で
選
出

さ
れ
ま
す
。今
年
の
テ
ー
マ
は「
女

性
も
男
性
も
、
自
ら
の
意
思
に
よ

り
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
て
活
躍

で
き
る
職
場
を
作
る
た
め
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
で
し
た
。

　
今
年
は
、
女
性
の
職
業
生
活
に

お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法

律
（
以
下
、
女
性
活
躍
推
進
法
）

の
施
行
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
す
。

こ
の
１
年
間
で
、
大
企
業
や
国
・

地
方
自
治
体
に
お
け
る
事
業
主
行

動
計
画
の
策
定
が
進
む
な
ど
、
女

性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た
取
り
組

み
は
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。
雇

用
形
態
や
就
業
形
態
に
関
わ
ら
ず
、

す
で
に
働
い
て
い
る
人
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
働
こ
う
と
し
て
い

る
女
性
も
、
男
性
も
、
自
ら
の
意

思
で
夢
と
希
望
を
実
現
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
個
性
と
能
力
を
よ
り
一
層
、
十

分
に
発
揮
で
き
る
職
場
を
作
る
た

め
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
募
集

さ
れ
、
応
募
総
数
３
０
５
０
点

の
中
か
ら
、「
男
で
○
、
女
で
○
、

共
同
作
業
で
◎
。」
が
最
優
秀
作

品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
慣
行
に
縛

ら
れ
ず
、
性
別
に
よ
っ
て
差
別
さ

れ
な
い
活
躍
の
場
が
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
成
果
を
生
み
だ
す
こ
と
を

簡
潔
に
表
現
し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
市
の
男
女
が
と
も
に
歩
む
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
で
は
、
基
本
理

念
と
し
て
、「
男
女
と
も
、
お
互

い
の
個
性
と
人
権
を
尊
重
す
る
ま

ち
に
」
や
「
女
性
も
男
性
も
政
策

や
事
業
活
動
の
方
針
決
定
に
参
画

す
る
チ
ャ
ン
ス
を
」
な
ど
を
定
め

て
い
ま
す
。
性
別
に
関
わ
ら
ず
、

一
人
一
人
が
そ
の
個
性
と
能
力
を

求
め
ら
れ
、
発
揮
で
き
る
社
会
の

大
切
さ
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

　
女
性
活
躍
推
進
法
の
も
と
、
性

別
に
関
わ
り
な
く
働
け
る
場
の
環

境
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、

行
政
だ
け
で
な
く
、
民
間
の
事
業

所
に
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
誰

も
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
そ
の
能

力
を
発
揮
で
き
る
社
会
を
目
指
し

て
、
市
で
は
今
年
度
も
さ
ま
ざ
ま

な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 
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男女男女歩むまち歩むまち
めざそ う

がともにがともに
男
で
○
、
女
で
○
、
共
同
作
業
で
◎
。

ま
る

ま
る

に
じ
ゅ
う
ま
る

　性別に関わらず、一人一人が輝ける社会を
目指す福津市。このコーナーでは、市や市民の
「男女がともに歩む」取り組みを紹介します。

◀
今
年
の
男
女
共
同
参
画
週
間
啓
発
ポ
ス
タ
ー

　このコーナーでは、悪質商法や商品事故など実
際に起きている、消費生活における問題事例を紹
介しています。消費者被害は決して他人事ではあ
りません。迷ったり、困ったりしたら、一人で悩
まず、ぜひ相談してください。

　今年の夏に世界文化遺産登録を目指している新
原・奴山古墳群を含む「『神宿る島』宗像・沖ノ島
の関連遺産群」も、発掘から物語が始まりました。
はてさて今月は、どのような物語が発掘現場から
見えてくるのでしょうか。

発掘  現場 消費生活相談
迷ったら一人で悩まず相談を！相談事例未来の世界遺産が見えてくる!？

の

※毎週月曜・水曜・金曜日（9：00～16：00）は市消費生活
相談窓口☎43・8106で相談を受け付けています。

※県消費生活センター☎092・632・0999でも随時相談
を受け付けています。

架空請求はがきが復活
　西福間４丁目の北原遺跡で調査をした古墳から、
天井石まで残る保存状態の良い横穴式石室が発見
されました。残念ながら一部は盗掘により荒らさ
れていましたが、石室の奥の方には刀子と呼ばれ
る鉄製のナイフや素焼きの土器の一種、土師器の
鉢と椀が副葬当時のまま据え置かれていました。
もろい土師器は割れた状態で出土することが常な
のですが、驚いたことにひび一つ入っていません
でした。人骨は土となり残っていませんでしたが、
天井石まで残る石室内の空間は薄暗く、副葬品を

置き死者を埋葬
した当時の緊張
感が保たれてい
るようで、古墳
時代にタイムス
リップしたよう
な錯覚を覚えま
した。

　十数年前、架空請求はがきが世間を騒がせ、多
大な被害が報告されました。そして最近「総合消
費料金未納分訴訟最終通知書」と書いた架空請求
はがきが届いたという相談が、再び全国的に寄せ
られています。特に高齢者や過去に架空請求はが
きを送られた人が狙われています。同窓会名簿や
退職者名簿からの情報と思われる場合もあります。
　はがきが届いても、決して書いてある電話番号

に連絡しないでくだ
さい。不安をあおり、
金銭を要求してくる
可能性があります。
心配な場合は、消費
生活相談窓口に連絡
してください。

▲石室内の副葬品

盗掘を免れた副葬品
はにわ

問い合わせ　市地域振興課☎62・5014問い合わせ　市教育総務課☎62・5093

　　　

　図書館では一押しの本を
集め、ロビーに特集コーナー
を作っています。
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